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現在の山岳博物館｡建物は三代目(1982～)です

未
来
に
向
か
っ
て

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

博
物
館
の
現
状

現
在
､
山
岳
博
物
館
で
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
調
査
研
究
や

付
属
園
の
あ
り
方
､
博
物
館
資
料
の
収
集
･
保
存
管
理
な

ど
､
博
物
館
の
全
体
的
な
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
(
運
営
)
　
に

か
か
わ
る
い
く
つ
か
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
｡
山
岳
博

物
館
が
担
う
べ
き
時
代
に
則
し
た
新
し
い
役
割
と
今
後
の

取
り
組
み
､
活
動
方
針
を
立
て
､
使
命
書
(
博
物
館
の
任

務
､
目
的
な
ど
)
と
し
て
､
市
民
に
示
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
｡

そ
こ
で
博
物
館
で
は
､
果
た
す
役
割
を
明
確
に
す
る
た

め
に
日
本
博
物
館
協
会
『
使
命
･
計
画
作
成
の
手
引
き
』
(
日

博
協
､
二
〇
〇
四
)
　
の
　
｢
自
己
点
検
ア
ン
ケ
ー
ト
｣
を
参

考
に
点
検
し
ま
し
た
｡

博
物
館
の
課
題

博
物
館
は
標
本
･
資
料
の
収
集
･
保
管
･
維
持
と
い
う

長
期
継
続
的
な
責
務
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
､
標
本
･
資

料
の
収
集
を
軸
に
､
教
育
､
研
究
の
営
み
を
長
期
に
わ
た

り
回
転
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
博
物
館
が
社
会
に
果
た
す
役

割
の
基
本
能
力
で
あ
る
と
博
物
館
法
に
も
あ
り
ま
す
が
､

点
検
で
は
､
博
物
館
活
動
の
根
幹
で
あ
る
資
料
の
保
存
･

維
持
が
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
と

な
り
､
資
料
整
理
と
公
開
､
そ
れ
に
伴
う
施
設
･
設
備
の

整
備
の
必
要
性
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
｡

未
来
に
向
か
っ
て

大
町
市
で
は
現
在
､
第
4
次
総
合
計
画
の
策
定
が
進
ん

で
い
ま
す
｡
総
合
計
画
で
は
､
今
後
博
物
館
が
ど
の
よ
う

な
使
命
を
持
っ
て
そ
れ
を
果
た
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
を
明
確
に
し
､
｢
使
命
書
｣
　
に
の
っ
と
り
､
博
物
館
の

中
長
期
計
画
･
年
度
事
業
計
画
を
立
て
､
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
｡

(
山
岳
博
物
館
創
立
五
十
五
周
年
記
念
　
企
画
展

｢
博
物
館
の
あ
ゆ
み
｣
展
示
解
説
よ
り
)
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爺ケ岳でのライチョウ調査(夏)

爺ケ岳でのライチョウ調査(冬)

山
岳
博
物
館
創
立
五
十
五
周
年
記
念

博
物
館
の
あ
ゆ
み

4
､
ラ
イ
チ
ョ
ウ

ラ
イ
チ
ョ
ウ
､
富
士
山
に
行
く

一
九
六
〇
年
(
昭
和
三
十
五
)
八
月
二
十
日
､
日

本
馬
類
字
会
の
要
請
を
受
け
､
白
馬
店
と
旭
岳
の
中

間
で
捕
獲
し
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ
七
羽
(
オ
ス
一
､
メ
ス

一
､
ヒ
ナ
四
)
を
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
ジ
ー
プ
､

そ
し
て
徒
歩
で
山
梨
県
へ
輸
送
す
る
協
力
を
し
ま
し

た
｡
そ
し
て
翌
日
､
捕
獲
し
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
富
士

宮
H
三
舎
五
勺
の
小
屋
の
西
北
､
市
兵
衛
沢
付
近
(
約

二
六
〇
〇
m
)
　
で
放
鳥
し
ま
し
た
｡

当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
､
羽
田
健
三
氏
は
志
賀
自

然
教
育
研
究
施
設
研
究
業
績
第
五
号
二
九
六
六
一

に
　
｢
富
士
山
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
｣
と
し
て
記
す
と
と
も

に
､
そ
の
後
の
追
跡
調
査
に
つ
い
て
､
六
年
間
は
繁

殖
を
確
認
し
た
と
触
れ
て
い
ま
す
｡
(
そ
の
後
の
生

存
に
つ
い
て
は
確
認
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
､
絶
滅

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡
)

(
後
)

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

ラ
イ
チ
ョ
ウ
調
査
(
-
)

一
九
六
一
年
(
昭
和
三
十
六
)
　
｢
北
ア
ル
プ
ス
動

物
牛
態
研
究
グ
ル
ー
プ
｣
が
長
野
県
科
挙
振
興
会
よ

り
三
〇
万
円
の
助
成
を
受
け
､
そ
れ
に
博
物
館
職
員

が
参
加
す
る
形
で
､
博
物
館
の
本
格
的
な
高
山
帯
で

の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
｡
一
五
〇
日

間
に
も
及
ん
だ
こ
の
成
果
は
一
九
六
四
年
(
昭
和
三

十
九
)
に
雷
鳥
の
生
活
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
｡

そ
の
後
は
､
北
ア
ル
プ
ス
以
外
で
も
一
九
八
二
年

(
昭
和
五
十
七
)
　
に
中
央
ア
ル
プ
ス
駒
ヶ
岳
､
一
九

八
三
年
(
昭
和
五
十
八
一
及
び
一
九
八
四
年
(
昭
和

五
十
九
)
　
に
八
ヶ
岳
､
二
〇
〇
一
年
(
平
成
十
三

に
白
山
に
お
い
て
調
査
を
行
い
､
そ
の
結
果
は
そ
れ

ぞ
れ
報
告
雷
に
ま
と
め
発
表
し
ま
し
た
｡

ラ
イ
チ
ョ
ウ
調
査
(
2
)

一
九
六
三
年
一
昭
和
三
上
八
一
､
北
ア
ル
プ
ス
爺
ケ

岳
に
お
い
て
､
山
岳
博
物
館
と
し
て
は
初
の
積
雪
期

に
お
け
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
態
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
｡

調
香
は
種
池
小
屋
を
拠
点
に
三
月
十
二
日
～
四
月

二
十
日
の
囲
〇
日
間
に
も
及
び
ま
し
た
｡
調
喬
に
は

通
信
連
絡
を
担
当
す
る
自
衛
隊
松
本
駐
屯
部
隊
､
大

町
川
の
会
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
､
研
究
鵜
材
､

燃
料
等
は
日
向
山
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
空
輸
し
ま

し
た
｡

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
低
地
飼
育

一
九
六
三
年
(
昭
和
三
十
八
)
六
月
､
山
岳
博
物

館
は
爺
ケ
雷
よ
り
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
卵
押
個
を
採
取
し
､

博
物
館
で
締
化
さ
せ
ま
し
た
｡
こ
れ
が
低
地
飼
育
の

始
ま
り
で
す
｡

そ
れ
か
ち
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
､
飼
育
技
術
の

確
立
に
一
定
の
成
果
を
あ
げ
な
が
ら
も
時
に
は
嫡
化

し
た
ヒ
ナ
が
一
､
二
ケ
月
で
全
滅
し
た
り
､
疾
病
に

よ
り
死
亡
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
｡
ま
た

温
度
管
理
や
給
餌
飼
料
な
ど
未
解
決
問
題
も
獲
り
ま

し
た
｡二

〇
〇
三
年
(
平
成
十
五
)
　
二
月
十
七
日
､
飼
育

下
最
後
の
一
羽
が
死
亡
し
た
こ
と
で
､
博
物
館
は
ラ

イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
検
討
会
を
設
け
こ
れ
ま
で
の
事

業
に
つ
い
て
総
括
し
､
今
後
の
事
業
に
つ
い
て
は
ラ

イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
計
画
策
定
委
員
会
に
は
か
り
ま

し
た
｡
そ
の
な
か
で
い
-
つ
か
の
提
案
を
頂
き
ま
し

た
が
､
財
政
面
か
ら
事
業
を
凍
結
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
｡

ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議

一
九
九
九
年
(
平
成
十
二
　
に
　
｢
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を

語
る
会
｣
が
大
町
直
で
開
催
さ
れ
､
そ
の
な
か
で
ラ

イ
チ
ョ
ウ
保
護
に
関
わ
る
人
た
ち
の
情
報
交
換
の
場

が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
り
大
町
市
が
提
案

し
て
　
｢
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
｣
が
発
足
し
ま
し
た
｡

以
降
､
毎
年
へ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
生
息
あ
る
い
は
関

心
の
強
い
各
都
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
｡

山
岳
博
物
館
は
こ
の
会
議
の
事
務
局
を
務
め
て
い

ま
す
｡

5
､
野
外
･
館
内
で
の
活
動

山
の
自
然
科
学
教
室

一
九
五
七
年
(
昭
和
三
十
二
)
七
月
二
十
六
⊥
二

十
日
に
､
初
め
て
の
　
｢
山
の
自
然
科
学
教
室
が
木

崎
湖
夏
期
大
学
や
北
ア
ル
プ
ス
八
方
尾
根
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡

こ
の
教
室
は
半
枚
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
､
東
京

都
内
の
中
学
生
を
対
象
に
北
ア
ル
プ
ス
の
大
自
然
の

な
か
で
健
全
な
身
体
と
自
然
愛
好
の
精
神
を
養
い
､

あ
わ
せ
て
都
会
と
地
方
の
教
育
的
交
流
を
計
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
し
た
｡

第
一
回
は
都
内
中
学
校
を
中
心
に
一
六
〇
名
の
参

加
が
あ
り
､
印
束
弘
玄
氏
(
東
京
教
育
大
学
)
､
鶴

田
網
一
郎
氏
(
国
立
自
然
教
育
園
)
､
羽
田
健
三
氏

(
信
州
大
学
)
､
田
中
邦
雄
氏
(
信
州
大
学
)
が
指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
｡

以
降
､
一
九
六
六
年
(
昭
和
四
十
二
ま
で
八
方

尾
根
(
白
馬
村
)
､
黒
沢
高
原
(
大
町
面
)
､
針
ノ
木

杏
(
大
町
市
)
な
ど
で
一
〇
回
開
催
し
ま
し
た
｡
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山博おもしろミニゼミ

大町文化祭で特別展のPR

映画｢白い山脈｣撮影

小
鳥
の
声
を
聞
く
会

一
九
五
八
年
(
昭
和
三
十
三
)
､
｢
小
鳥
の
声
を
聞

く
会
｣
と
い
う
名
称
で
初
め
て
の
観
察
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
｡
そ
の
後
､
長
ら
く
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン

タ
ー
を
借
り
切
っ
て
一
泊
一
百
H
で
行
い
ま
し
た
｡
接

近
で
は
早
朝
に
博
物
館
に
集
合
し
て
鷹
狩
山
ま
で
の

間
で
観
察
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

動
物
写
生
大
会

一
九
八
七
年
(
昭
和
六
十
二
)
､
日
本
動
物
園
水

族
館
協
会
へ
の
加
脱
に
伴
い
初
め
て
の
　
｢
動
物
写
生

画
大
会
｣
を
開
催
し
ま
し
た
｡

以
降
､
毎
年
開
催
し
､
参
加
い
た
だ
い
た
全
作
品

を
企
画
展
｢
動
物
写
生
画
展
｣
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
｡

キ
ノ
コ
学
習
会

一
九
八
二
年
(
昭
和
五
十
ヒ
)
九
月
二
上
五
日
～

十
月
三
日
の
問
に
､
｢
キ
ノ
コ
と
秋
の
草
花
展
｣
を

開
催
し
､
一
九
九
八
年
(
平
成
十
)
　
か
ら
は
　
｢
キ
ノ

コ
展
｣
と
名
称
を
改
め
､
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
｡

企
画
庚
申
は
　
｢
キ
ノ
コ
鑑
定
｣
､
｢
キ
ノ
コ
半
群
会
｣

を
あ
わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
｡

山
博
お
も
し
ろ
ミ
ニ
ゼ
ミ

二
〇
〇
二
年
(
平
成
十
四
)
､
運
行
の
始
ま
っ
た

市
内
循
環
バ
ス
　
｢
子
供
体
験
学
習
号
｣
　
の
到
着
時
刻

に
あ
わ
せ
て
｢
山
階
お
も
し
ろ
ミ
ニ
ゼ
ミ
｣
を
始
め

ま
し
た
｡
そ
の
後
バ
ス
の
運
行
は
す
ぐ
に
打
ち
切
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
､
現
在
で
も
季
節
な
ど
に
あ

わ
せ
て
観
覧
者
を
対
象
に
一
〇
～
二
〇
分
ほ
ど
の
説

明
を
行
い
､
年
間
､
一
千
人
余
り
の
万
に
ご
参
加
い

た
だ
い
て
い
ま
す
｡

山
博
ゼ
ミ

一
一
〇
〇
三
年
一
幸
成
上
五
二
一
百
､
博
物
館
学
芸

員
が
こ
れ
ま
で
に
研
究
し
た
成
果
や
耳
寄
り
情
報
を

市
民
や
地
域
住
民
の
方
々
に
よ
り
知
っ
て
も
ら
お
う

と
､
毎
週
土
曜
日
に
地
元
新
聞
｢
大
糸
タ
イ
ム
ス
｣

に
連
載
を
始
め
ま
し
た
｡

二
〇
〇
四
年
(
平
成
十
六
)
三
月
か
ら
は
大
町
市

文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
隔
週
で
担
当
し
､
学
芸
員
の
み

で
な
く
飼
育
員
を
含
め
た
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
よ
る
執

筆
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
｡
こ
れ
ま
で
に
二
〇
余

り
の
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
す
｡

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

一
九
九
九
年
(
平
成
十
一
)
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
と
も
な
い
､
博
物
館
の
情
報
を
広
-
発
信

で
き
る
よ
う
に
公
式
サ
ィ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
｡

現
在
で
は
､
博
物
館
の
常
設
展
､
付
属
間
の
動
物

た
ち
の
紹
介
や
鳴
き
声
を
は
じ
め
､
企
画
展
や
ィ
ベ

ン
ト
､
学
芸
員
情
報
､
飼
育
員
の
奮
闘
記
な
ど
口
々
､

新
し
い
情
報
を
全
国
に
向
け
発
信
し
て
い
ま
す
｡

公
式
サ
ィ
ト

U
R
r
h
舌
ミ
ミ
w
w
.
C
-
(
y
o
∋
a
c
三
つ
a
g
a
⊃
o
J
P
＼
s
a
コ
P
a
k
u
＼

6
､
企
画
展
･
特
別
展

大
町
文
化
祭

一
九
五
一
年
(
瑠
和
二
十
六
)
､
十
一
月
1
-
五

日
ま
で
文
化
祭
に
参
加
し
､
特
別
展
を
開
催
し
ま
し

た
｡

人
口
わ
ず
か
一
万
七
千
人
の
町
の
博
物
館
に
こ
の

間
､
一
万
一
五
五
〇
名
も
の
観
覧
者
が
訪
れ
､
新
生

博
物
館
へ
の
関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
｡

博
物
館
資
料
陳
列
所

一
九
五
〇
年
(
昭
和
二
十
五
)
二
月
､
ま
だ
向
丘
…

博
物
館
が
誕
生
す
る
以
前
､
大
町
公
民
館
の
文
化
部

は
､
大
町
駅
構
内
に
ス
ペ
ー
ス
を
無
償
で
借
り
受
け
､

山
岳
写
真
二
鳥
､
動
物
剥
製
四
点
を
展
示
し
ま
し
た
｡

以
降
､
こ
の
展
示
は
一
九
八
〇
年
(
昭
和
五
十
五
)

ま
で
､
入
れ
替
え
を
行
い
な
が
ら
観
光
客
の
方
を
中

心
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

映
画
｢
白
い
山
脈
｣
を
上
映

一
九
五
七
年
(
昭
和
三
十
二
)
､
つ
い
に
大
映
日

本
ア
ル
プ
ス
撮
影
隊
に
よ
る
長
編
記
録
映
画
｢
白
い

山
脈
｣
が
完
成
し
ま
し
た
｡
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
を

背
景
に
高
山
の
動
植
物
の
生
態
に
つ
い
て
撮
影
し
た

こ
の
映
画
は
､
皇
太
子
殿
下
(
現
天
皇
陛
下
一
を
招

い
て
の
試
写
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
｡
映
画
は
文
部
省

特
選
に
入
り
､
大
町
で
も
六
日
間
の
上
映
が
行
わ
れ

ま
し
た
｡

こ
の
と
き
､
撮
影
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
山
岳
博

物
館
で
し
た
｡

過
去
五
年
の
企
画
展

二
〇
〇
二
年
(
平
成
十
四
)

劃
山
館
と
百
瀬
慎
太
郎
　
岳
都
大
町
に
花
開
い
た

登
山
文
化
の
原
点
を
探
る

二
〇
〇
四
年
(
平
成
十
六
)

伊
藤
孝
一
没
後
五
上
年
　
回
密
映
画
誕
生
雪
の
絶

嶺
に
カ
メ
ラ
を
廻
す

二
〇
〇
五
年
(
平
成
十
七
)

播
隆
･
槍
へ
の
過
程
-
善
の
綱
を
た
ど
れ
ば
-

二
〇
〇
六
年
(
平
成
十
八
)

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
で
描
く
-
さ
ば
な
の
一
生

-
日
本
の
草
本
と
外
来
草
本
の
生
活
史
-

そ
の
営
み
と
な
ぞ
に
せ
ま
る
〓
‥

過
去
五
年
の
特
別
展

二
〇
〇
三
年
(
平
成
十
五
)

志
水
揮
也
写
真
展
｢
黒
部
｣

穂
苅
三
寿
雛
作
品
展
｢
北
ア
ル
プ
ス
黎
明
｣

第
五
回
｢
日
本
向
喜
同
協
会
大
町
展
｣
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一
一
〇
〇
四
年
(
平
成
十
六
)

森
下
恭
写
真
展
｢
大
い
な
る
黒
部
｣

二
〇
〇
五
年
(
平
成
十
七
一

近
藤
辰
郎
写
真
展
｢
槍
ケ
吾
賛
歌
｣

二
〇
〇
六
年
(
平
成
十
八
)

菊
池
詐
男
写
真
展
｢
白
鴎
｣

7
､
刊
行
物

『
山
と
博
物
館
』

一
九
五
六
年
(
昭
和
三
十
二
　
二
月
二
十
日
､
大

町
向
丘
…
博
物
館
後
援
会
か
ら
月
刊
機
関
誌
『
や
ま
と

博
物
館
』
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
｡

一
九
五
七
年
(
昭
和
三
十
二
二
月
号
か
ら
は
市

と
博
物
蟹
　
(
山
岳
博
物
館
発
行
)
と
な
り
､
毎
月
､

各
分
野
の
方
々
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
た
く
な
ど
し

て
､
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
と
し
た
山
岳
の
自
然
や
歴

史
な
ど
の
　
｢
山
岳
文
化
｣
と
博
物
館
の
活
動
に
つ
い

て
広
く
情
報
発
信
を
続
け
現
任
ま
で
五
一
巻
一
〇
号

ま
で
を
発
行
し
て
い
ま
す
｡

○
定
価
一
〇
〇
日

8
年
間
購
読
料
一
五
〇
〇
円
(
選
科
含
む
)

『
雷
鳥
の
生
活
』

○
絶
版

『
新
･
北
ア
ル
プ
ス
博
物
誌
』

S
定
価
二
二
五
〇
円

『
カ
モ
シ
カ
氷
河
期
を
生
き
た
動
物
』

○
定
価
二
六
二
五
円

『
ラ
イ
チ
ョ
ウ
生
活
と
飼
育
へ
の
挑
戦
』鵜

定
価
二
六
二
五
円

展
示
解
説
書
『
北
ア
ル
プ
ス
の
自
然
と
人

-
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
展
示
案
内
-
』

園
定
価
三
五
〇
円

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
新
シ
リ
ー
ズ

百
本
再
発
見
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
旅
読
杢

『
上
高
地
安
曇
野

-
輝
け
る
大
地
の
自
然
と
人
-
』

S
定
価
一
己
八
五
日

8
､
観
覧
者
数
の
推
移
と
意
識

観
覧
者
の
推
移

観
覧
者
数
は
一
九
八
五
年
(
昭
和
六
土
　
の
九
万

三
千
人
余
り
を
ピ
ー
ク
に
昨
年
ま
で
前
年
度
を
下
回

る
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
｡

近
年
で
は
､
二
〇
〇
回
生
(
平
成
十
六
)
　
の
集
中

豪
雨
に
よ
る
博
物
館
ま
で
の
通
じ
る
道
路
法
面
の
上

砂
崩
れ
に
よ
る
車
両
の
通
行
規
制
が
年
内
中
生
じ
た

こ
と
､
ま
た
､
二
〇
〇
五
年
(
平
成
十
七
)
年
に
は
､

建
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
､
観
覧
者
の
入
込
が
集
中
す
る
夏
期
に
臨
時

休
館
し
た
こ
と
が
､
大
き
な
影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

一
方
､
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
の
把
握
･
対
応
が
し
き

れ
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ち
れ
ま
す
｡

観
覧
料
の
変
遷

観
覧
料
は
物
価
や
時
代
の
背
景
に
応
じ
て
､
ま
た

周
辺
の
博
物
館
お
よ
び
美
術
館
を
は
じ
め
､
県
内
外

の
同
等
施
設
と
比
較
し
な
が
､
ら
､
こ
れ
ま
で
に
八
回

の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
｡

現
在
は
､
大
人
四
〇
〇
円
､
高
校
生
三
〇
〇
円
､
小
･

中
学
生
二
〇
〇
円
(
団
体
は
三
十
名
か
ら
で
各
五
〇

円
引
き
)
と
し
て
い
ま
す
｡

観
覧
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

二
〇
〇
六
年
(
平
成
十
八
)
八
月
十
一
日
-
二
十

六
日
に
館
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
｡

そ
の
結
果
､
博
物
館
を
利
用
し
て
い
る
の
は
､
市

民
で
は
な
-
圧
倒
的
に
関
東
･
東
海
･
近
畿
地
方
の

観
光
客
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
博
物
館
を
訪
れ
る
に
あ
た
り
情
報
は
､
雑

誌
､
観
光
案
内
所
､
宿
泊
施
設
で
得
て
い
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
｡

展
示
へ
の
興
味
は
年
齢
層
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う

で
､
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
､
今
ま
で
と
は
違
う
も

の
に
興
味
を
持
つ
傾
向
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｡

し
か
し
､
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
鰻
期
間
か
つ
､
少

数
な
の
で
､
通
年
あ
る
い
は
数
年
行
う
と
違
う
結
果

が
待
ち
れ
る
こ
と
も
考
え
ろ
れ
ま
す
｡

博
物
館
の
今
後
の
活
動
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は

職
員
に
よ
る
｢
自
己
点
検
｣
だ
け
で
な
く
､
多
く
の

方
の
意
見
を
取
り
入
れ
解
析
し
､
方
向
付
け
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

(
お
わ
り
)
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〇
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